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電気料金の額の調整に係る特記仕様書 

 

 「盛岡市岩洞湖家族旅行村休憩施設及び盛岡市岩洞湖家族旅行村テニスコート指定管理者仕様書

の管理運営に関する基本協定書」（以下「基本協定書」という。）に定める指定管理料の額の変更

（以下「電気料金の調整」という。）については、本特記仕様書の定めによる。 

 

１ 調整基準の設定 

(1) 調整基準値の設定 

   年度協定書において、指定管理者の電気料金単価について指定管理料上限額積算時からの変

動の程度を把握するための基準となる値（以下「調整基準値」という。）を定める。 

調整基準値は、原則として、指定管理料上限額における電気料金総額を、指定管理料上限額

積算時に電気料金の算定に用いた想定使用料(kWh)で除して得られる額（円/kWh）とする。 

ただし、この原則に基づいて調整基準値を定めることが困難な場合は、市と指定管理者で協

議のうえ、妥当と判断される値を、調整基準値に充てる。 

(2) 基準範囲の設定 

上記において定めた調整基準値を基に、基本協定書別記１「盛岡市岩洞湖家族旅行村休憩施

設及び盛岡市岩洞湖家族旅行村テニスコート指定管理仕様書」中「３ 指定管理者と市とのリ

スク分担」の定めにより指定管理者が負担する電気料金単価の変動範囲（以下「基準範囲」と

いう。）の上限値と下限値を、年度協定書において定める。 

上限値については原則として基準値の100分の110、下限値については原則として基準値の

100分の90として定めるが、電気の使用状況を考慮し市と指定管理者で協議のうえ、上記と異

なる値を定めることも差し支えないものとする。 

 

２ 調整の手順 

(1) 調整の実施の判断 

  ① 指定管理者は、管理運営期間中の毎年度12月に、電気料金について、以下に定める期間の

電気料金総額を実績使用量で除して、当該期間における平均電気料金単価を算出し、市へ通

知する。 

   ア) 管理運営期間の最初の年度  当該年度の４月から12月まで 

   イ) 管理運営期間の２年度目から最終年度まで 当該年度の前年度の１月から当該年度の12

月まで 

② 市は、通知を受けた指定管理者の平均電気料金単価のうち、年度協定書に定める基準範囲

を超える変動分に相当する金額を算定し、その金額に、指定管理料上限額積算時に電気料金

の算定に用いた想定使用料(kWh)を乗じて、調整の対象とする金額（以下「調整対象額」と
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いう。）を算出する。 

③ 市及び指定管理者は、②において算出した金額の平均値が、基準範囲を超えて変動してい

た場合に、電気料金の額の調整について協議を開始する。この場合、算出した平均値が基準

範囲の上限値を上回った場合は指定管理料の額を増額することについて、基準範囲の下限値

を下回った場合については指定管理料の額を減額することについて協議する。 

(2) 金額の決定 

① 市及び指定管理者は、上記(1)③において、電気料金の調整を行う額を決定する。 

② 市及び指定管理者は、①において決定された額について、指定管理料の額の変更に係る手

続きを原則として当該年度末までに完了させる。ただし、当該年度末までに手続きを完了

させることが困難な場合は、市及び指定管理者で協議の上、別途手続きの完了期限を設定

できるものとする。 

 


